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無色透明ビン 黒・緑・青色ビン 茶色ビン

ジュース、調味料など ウイスキー、酢、焼酎など 栄養ドリンク、割れたビール瓶、
割れた一升瓶など

●瓶本体がすりガラスでも、注ぎ口
の部分が無色透明の場合は「無色
透明ビン」

●一見無色透明でも、注ぎ口を見て
青みがかっていれば「黒・緑・青
色ビン」

●水色の瓶や青みがかった瓶も「黒・
緑・青色ビン」に含みます。

●割れていないビール瓶や一升瓶
は、販売店に引き取ってもらって
ください。

●一見茶色に見えるワインボトルで
も、光にかざすと緑色に見えるも
のは「黒・緑・青色ビン」
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資
源
ゴ
ミ
の

分
別
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

●
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

は
、
そ
の
中
身
を
出
し
た
り

使
っ
た
り
し
た
後
、
不
要
に
な

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器

や
包
装
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
で

あ
っ
て
も
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
洗

面
器
な
ど
、
プ
ラ
マ
ー
ク
の
表

示
が
な
け
れ
ば
対
象
外
で
す
。

●
プ
ラ
マ
ー
ク
の
表
示
が
あ
る
も

の
で
も
、
洗
え
な
い
も
の
や
汚

れ
て
い
る
も
の
は
「
燃
え
る
ゴ

ミ
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

カ
ン

●
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
表
示
を

確
認
し
、
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー

ル
缶
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

●
材
質
が
ア
ル
ミ
や
ス
チ
ー
ル
で

も
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
な

け
れ
ば
「
そ
の
他
の
金
属
類
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
中
を
軽
く
洗
い
、
キ
ャ
ッ
プ
付

き
の
も
の
は
必
ず
外
し
て
く

だ
さ
い
。
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
は

「
そ
の
他
の
金
属
類
」
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ン

●
ビ
ン
の
色
に
よ
っ
て
「
無
色
透

明
ビ
ン
」「
黒・緑・青
色
ビ
ン
」

「
茶
色
ビ
ン
」
に
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
色
の
ビ

ン
は
「
そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
・
陶

器
類
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
（
上
記
の
「
ビ
ン
の
色
の
見

分
け
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

●
無
色
透
明
の
ガ
ラ
ス
で
も
、コ
ッ

プ
や
食
器
、
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
は

「
そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
中
を
軽
く
洗
っ
て
、
ク
ル
ク
ル

回
す
型
の
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず

外
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
キ
ャ
ッ
プ
は
「
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」、
金
属

製
キ
ャ
ッ
プ
は
「
そ
の
他
の
金

属
類
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ポ
ン
酢
な
ど
の
打
栓
式
の

キ
ャ
ッ
プ
で
外
れ
に
く
い
も

の
は
、
そ
の
ま
ま
出
し
て
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
ラ
ベ
ル
は
付
い
て
い
て
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
ビ
ン
の
表
面
に
直

接
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
は

「
そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

●
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
の
表
示
が
あ
る
も
の
の

み
、
中
を
軽
く
洗
っ
て
キ
ャ
ッ

プ
や
ラ
ベ
ル
を
外
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
外
す
の
が
難

し
い
キ
ャ
ッ
プ
下
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
リ
ン
グ
は
つ
い
た
ま

ま
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
洗
え
な
い
も
の
や
汚
れ
て
い
る

も
の
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
外
し
た
ラ
ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
は

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

その資源、
ゴミになっていませんか

問環境課 ☎ 43-5214

家
庭
ゴ
ミ
の

分
別
に
迷
っ
た
ら

　
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
分
別
に

迷
っ
た
場
合
は
、
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
分

別
早
見
表
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ほ
か
に
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
の
動
画
や

よ
く
あ
る
分
別
間
違
い
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
例
】

・
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
調
味
料

な
ど
の
容
器

・
豆
腐
、
弁
当
な
ど
の
容
器

・
パ
ン
、
菓
子
な
ど
の
袋　

・
卵
パ
ッ
ク

・
レ
ジ
袋

・
包
装
の
フ
ィ
ル
ム
や
ラ
ッ
プ

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
、

ラ
ベ
ル

・
錠
剤
の
包
装

・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

・
み
か
ん
の
ネ
ッ
ト
な
ど

【
対
象
外
の
例
】

・
Ｃ
Ｄ
本
体
、
ケ
ー
ス

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
か
ご
・
バ

ケ
ツ

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
コ
ッ
プ
、

食
器

・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

・
歯
ブ
ラ
シ
な
ど

プラマークの
表示をチェック

　カンの日、ビンの日、古紙・繊維類の
日に回収する品目は、地区のステーショ
ンに持ち込めない場合、中央リサイクル
センターへの直接持ち込みも可能です。
分別されていれば料金は無料です。

【受入日時】

　毎週月～金曜日および毎月第２日曜日
　午前９時～午後４時まで

問中央リサイクルセンター ☎ 43-3200
　（南あわじ市榎列上幡多 1911-1）

資源ゴミの
持ち込みについて

▲収集された容器包装プラスチックゴミの分別作業

▼ビンの色の見分け方

　家庭から出るゴミには、正しく分別すれば
資源として有効利用できるものがたくさんあ
ります。ゴミの減量化と資源の有効利用のた
め、正しい分別にご協力をお願いします。

特集　その資源、ゴミになっていませんか
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（
株
）
パ
イ
オ
ニ
ア
か
ら
市
へ
寄
付

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

落
語
や
浪
曲
を
鑑
賞
。
公
演
の

休
憩
中
に
贈
呈
式
が
あ
り
、
守

本
市
長
か
ら
同
社
の
野
口
万
由

美
社
長
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
社
は
南
あ
わ
じ
市
出
身
の

故
・
野
口
三
次
さ
ん
が
創
業
。

福
良
甲
に
は
工
場
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
も
市
内
保
育
園
に
教

材
を
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
野
口
社
長
は
「
南
あ
わ
じ
市

は
自
分
に
と
っ
て
も
故
郷
の
よ

う
に
感
じ
て
お
り
、
何
か
貢
献

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
を
広
め
、
伝
統

芸
能
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
パ
イ
オ
ニ
ア
（
大

阪
府
）か
ら
、南
あ
わ
じ
市
へ「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
第
一

号
と
し
て
１
０
０
万
円
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
金
は

公
益
財
団
法
人
淡
路
人
形
協
会

へ
の
補
助
金
と
し
て
、
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
の
保
存
・
伝
承
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
１
月
25

日
に
は
淡
路
人
形
座
で
感
謝
状

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
淡
路
人
形
座
の

特
別
公
演
「
た
っ
ぷ
り
読
ん
で

唸
っ
て
淡
路
人
形
座
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
約
１
０
０
人
の

観
客
が
人
形
浄
瑠
璃
の
ほ
か
、

高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業

働
く
シ
ニ
ア
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
シ
ニ
ア
の
お
仕
事
フ
ェ
ア
」
を
開
催

　
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
職
場

環
境
の
整
備
を
め
ざ
し
て
、
１

月
23
日
に
湊
地
区
公
民
館

で
「
シ
ニ
ア
の
お
仕
事
フ
ェ
ア

２
０
２
０
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
60
歳
以
上
の
市

民
ら
35
人
が
参
加
。
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
水
俣
文

博
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
の
ほ
か
、

「
働
く
シ
ニ
ア
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
モ
デ
ル
事
業
者
で
あ
る
旅

館
う
め
丸
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム

さ
く
ら
苑
か
ら
、
自
社
の
魅
力

や
求
人
募
集
に
つ
い
て
の
説
明

や
面
接
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
の
相
談
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
今
後
も

市
内
事
業
者
と
協
力
し
、
シ
ニ

ア
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
特
性
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る

社
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

パイオニアの野口社長（左）と守本市長

淡路人形座の特別講演

モデル事業者が求人募集などを説明

４月から ゴミの収集方法が一部変わります

・ 再利用（リユース）が可能なもののみ「繊
維類」として収集します（汚れ、痛みの激
しいものは「燃えるゴミ」として出してく
ださい）

・ 中身の見えるビニール袋
（指定なし）に入れ、水が
入らないよう袋の口を二重
に縛って出してください

・ 従来どおり、ひも
で十字に縛って出
していただいても
引き取り可能です

・ 左右揃っており、再利用が可能なもののみ、
中央リサイクルセンターへの直接持ち込み
に限り引き取ります（無料）

・ 持ち込みの際は左右が分かれないよう、ひ
もで縛ってください

・ 再利用できない靴や
下駄、室内用スリ

・ 再利用が可能なもののみ、中央リサイクル
センターへの直接持ち込みに限り引き取り
ます（無料）

・ キャディーバッグは「粗大ゴミ」、ビニール
製バッグは「燃えるゴミ」、
再利用できないものは大き
さにより「燃えるゴミ」また
は「粗大ゴミ ( 一辺 40 センチ以
上 )」として出してください

・ 中央リサイクルセンターへの直接持ち込み
に限り引き取ります（無料）

　令和２年度版南あわじ市ゴミ収集カレンダーを、各自治会を通じて３月末までに各戸配布します。

　自治会未加入の世帯は、市民交流センターまたは市役所１階総合案内でお渡しします。

令和２年度版南あわじ市ゴミ収集カレンダーの配布について

衣類
（革製衣類、羽毛・綿入り衣類を含む）

靴
（下駄・室内用スリッパ除く）

家庭用パソコンかばん
（キャディーバッグ、ビニール製バッグを除く）

北
海
道
の
精
神
保
健
福
祉
の
現
状
等

に
つ
い
て
講
演
す
る
鹿
内
事
務
局
長
ら

　
１
月
22
日
に
湊
地
区
公
民
館

で
第
39
回
淡
路
精
神
保
健
福
祉

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　「
～
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

～
と
も
に
支
え
あ
う
人
・
地
域
・

あ
わ
じ
島
」
を
テ
ー
マ
に
、
会

場
で
は
島
内
の
精
神
障
害
者
支

援
関
係
団
体
の
活
動
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
、
自
身
も
過

去
に
う
つ
病
を
経
験
し
、
現
在

は
北
海
道
で
働
き
づ
ら
い
環
境

に
あ
る
人
の
就
労
支
援
に
取

り
組
む
株
式
会
社
ゆ
い
の
鹿

内
清
和
事
務
局
長
ら
が
講
演
。

ま
た
、
精
神
疾
患
を
抱
え
る

人
が
社
会
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
、

働
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
対
談
が

行
わ
れ
、
精
神
疾
患
を
抱
え
る

人
や
そ
の
家
族
、
支
援
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
体
験
談

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

精
神
保
健
福
祉
大
会
が
開
催

ッパは「燃えるゴ
ミ」として出して
ください

・ 個人情報流出防止の
ため、持ち込む前に
必ずパソコン内部の
データを消去してく
ださい

特集　その資源、ゴミになっていませんか

問環境課☎43-5214
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　皆さんは「フレイル」という言葉をご存じですか？
　「フレイル」とは、虚弱を意味する「Frailty（フレイルティ）」
からとった和製英語です。人は加齢とともに心身の活力が
低下しますが、介護が必要になる手前の状態を、近年「フ
レイル」と呼ぶようになっています。
　これまでの高齢者対策は、介護保険制度をいかに充実
させるかということが議論の中心でした。しかし、本人の
生きがい、生きる楽しさを考えたとき、本当に大切なのは、
要介護状態に陥らないよう対策していくことです。そのため、
今、「フレイル予防」が注目されています。
　超高齢社会を迎え、政府も「健康寿命」の延伸を重要
課題として位置づけ、その実現に向けた施策の柱の一つと
して、フレイル対策を検討していますが、本市では、地域の
「チャレンジ事業」を活用して、医療機関と地域が連携し
た先進的な取り組みがすでに始まっています。
　賀集地区は、南淡路病院と連携し、賀集地区公民館や
高萩地区公会堂などで体験型健康教室「賀集お元気くら
ぶ」を開催し、地域ぐるみで健康づくりに取り組んでいます。
また、八木地区では、平成病院と連携し、「八木ふれい愛
くらぶ」を立ち上げ、フレイル予防サポーターを養成し、サ
ポーターによる地域内へのフレイル予防の啓発に動き出し
ています。

南あわじ市長 守本 憲弘

「フレイル予防」を進めましょう

　ちなみに、フレイルを予防するには、日常生活で次の３つ
に注意することが有効であるといわれています。

　①適切な食事
　高齢（特に75 歳以上）になるとメタボよりもフレイル
予防を意識し、多くの種類の食材を取り入れることが勧
められています。

　②日々の運動
　筋力の衰えを防ぐため、日常生活に運動を取り入れ
無理せず、できる範囲で毎日続けることが重要です。

　③地域活動への参加
　地域活動への参加がフレイル予防に効果的という研
究結果が出ています。就労やボランティア活動、地域イ
ベントやサロンへの参加等、外出して人と会話を楽しん
だり、交流をすることによって自然と活動量が増え、気
持ちも前向きになり健康面にいい影響を及ぼすことがわ
かっています。

　前述の２地区の共通点は、フレイル予防に地域で取り組ん
でいるところです。住民同士の声かけなどから、出かけやす
い環境がつくられると同時に、フレイル予防に大切な地域活
動への参加も積極的に促し、相乗効果的にフレイルを予防す
ることができます。
　このような取り組みが市内に広がり、皆さんの生活の一場
面として取り組んでいただけるよう、市行政も、そういった機
会の提供やきっかけづくりをサポートしていきたいと思います。
　「フレイル予防」は、まず気づきが大切です。一人でも多く
の方が、この記事を自分事・家族事であると気づいていただ
き、行動に移すきっかけとなることを期待しています。

島
内
３
市
と
生
コ
ン
組
合
が
協
定

災
害
時
に
用
水
の
供
給
を
支
援

　
南
あ
わ
じ
市
・
洲
本
市
・
淡

路
市
の
３
市
は
２
月
６
日
、
大

阪
広
域
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同

組
合
（
大
阪
府
）
と
「
災
害
時

に
お
け
る
用
水
等
の
供
給
支
援

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
同
組
合
に
は
、
大
阪
府
・
兵

庫
県
内
の
企
業
が
加
盟
し
て
お

り
、
淡
路
島
内
に
は
５
社
６
工

場
が
あ
り
ま
す
。協
定
に
よ
り
、

大
規
模
な
災
害
や
火
災
が
発
生

し
た
と
き
は
、
ミ
キ
サ
ー
車
で

生
活
用
水
や
消
火
用
水
を
被
災

地
域
な
ど
に
運
び
ま
す
。

　
同
日
、
洲
本
市
役
所
で
締
結

式
が
あ
り
、
同
組
合
の
木
村
貴

洋
理
事
長
は
「
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
の
た
め
に
役
に
立
て
れ

ば
。協
定
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、

訓
練
も
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

卒業論文を発表する学生ら

フ
レ
イ
ル
予
防
に
向
け
た

地
域
の
取
り
組
み

協
定
を
取
り
交
わ
し
た
木
村
理
事
長

（
右
）と
島
内
３
市
長

　２月７日（金）、農学部４年生による卒業論文発表
会を開催しました。
　発表会は、ポスターセッション形式で行われ、学
生たちは４年間の集大成として、これまで取り組ん
できた研究の成果を発表しました。正課外活動にお
いても南あわじ市の地域の人たちと多く触れ合う機
会を与えていただき、社会人として立派な人材へと
成長してくれました。
　今後、南あわじで学んだ４年間を生かし、社会で
活躍する人材となってくれることを願っています。

卒業論文発表会を開催

受賞おめでとう

兵庫県こうのとり賞

 入谷　百
ゆ り こ

合子 さん（神代）
 南あわじ市いずみ会三原支部長

 納　みよ子 さん（倭文）
 南あわじ市いずみ会緑支部副支部長

 三好　笑
え み

美 さん（神代）
 南あわじ市消費者協会副会長・
 淡路消費者団体連絡協議会会計理事

（順不同）
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

❶
吉
田
佑
衣 

さ
ん
（
三
原
中
２
年
）

　
吉
田
さ
ん
は
県
選
抜
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
16
回
都
道
府

県
対
抗
全
日
本
中
学
生
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
３
月
28
日
～
・

静
岡
県
）
に
出
場
し
ま
す
。

ピ
ア
ノ

❷
古
川
奈
那 

さ
ん
（
倭
文
小
６
年
）

　
古
川
さ
ん
は
、
昨
年
12
月
に
開

催
さ
れ
た
神
戸
地
区
大
会
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
第
10
回
日
本
バ
ッ

ハ
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
（
２
月
８

日
・
東
京
都
）
小
学
５
・
６
年
Ｂ

部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
報
告
会
に
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
美
菜
恋
来
屋
の
販

売
促
進
を
担
当
す
る
松
岡
優
司

さ
ん
、
移
住
・
定
住
促
進
を

担
当
す
る
金
本
優
子
さ
ん
、
地

域
再
生
協
働
員
と
し
て
沼
島
地

域
の
振
興
を
担
当
す
る
小
野
山

豪
さ
ん
が
参
加
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
状
況
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や

パ
ネ
ル
展
示
で
報
告
し
た
ほ
か
、

今
後
の
取
り
組
み
予
定
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
で
活
動
す
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
地
域
再
生

協
働
員
の
活
動
報
告
会
を
、
２

月
12
日
に
美
菜
恋
来
屋
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
現
在
、
出

産
育
児
休
暇
中
の
１
人
を
含
む

３
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
１
人
の
地
域
再
生
協
働
員
が

活
動
し
て
お
り
、
地
域
住
民
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

地
域
再
生
協
働
員
が
活
動
報
告
会

活動内容を報告する地域おこし協力隊員

❷ ❶
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総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
は
曜
日
や

時
間
帯
、
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
３

月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て

は
、一年
を
通
じ
て
最
も
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を

３月・４月は総合窓口センターが大変混み合います
問総合窓口センター☎ 43-5212

お知
らせ

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
等
は
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
交
付
可
。ま
た
、

日
曜
日
は
本
庁
で
住
民
票
や
印

鑑
証
明
書
等
の
み
交
付
可
。
詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

総合窓口センター混雑予想カレンダー
★★★・・・非常に混雑することが予想されます
★★・・・混雑が予想されます　　★・・・やや混雑が予想されます

4 月3 月

さんさんネットのサービスは３月末で終了します
問さんさんネット☎43-2345

　さんさんネットのケーブルテレビサービスは３月 31 日に
終了します。４月１日以降に地上波テレビ放送をご視聴いた
だくためには、民間事業者のテレビサービスやＵＨＦアンテ
ナをご利用ください。
　なお、さんさんネットの自主放送番組は、eo サービスに
て 4 月以降もご視聴いただけます。自主放送の番組制作は続
けて行いますので、今後ともご愛顧のほどよろしくお願いし
ます。

　
定
期
券
を
購
入
し
高
速
バ
ス

等
を
利
用
す
る
通
勤
・
通
学
者

へ
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

島
外
通
勤
・
通
学
者

▽
区
間　
最
寄
り
の
高
速
バ
ス

乗
り
場
か
ら
高
速
舞
子
ま
た

は
小
鳴
門
橋
ま
で
、
岩
屋
港

か
ら
明
石
港
ま
で

▽
助
成
率　

通
勤
者
＝
20
％

（
通
勤
手
当
差
引
後
）

　
通
学
者
＝
30
％

島
内
通
学
者

▽
区
間　
最
寄
り
の
高
速
バ
ス

乗
り
場
か
ら
津
名
一
宮
IC
ま

た
は
北
淡
IC
ま
で

▽
助
成
率　
20
％

必
要
書
類  

❶
在
職
・
在
学
証

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
若
者
の
市

内
へ
の
定
住
お
よ
び
民
間
賃
貸

住
宅
の
活
用
を
図
る
た
め
、
新

婚
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

補
助
額　
月
額
上
限
1
万
円

交
付
要
件　
❶
婚
姻
届
出
日
よ

り
4
年
以
内
の
申
請
❷
夫
婦

の
満
年
齢
の
合
計
が
80
歳
未

満
❸
婚
姻
届
出
日
の
前
1
年

以
内
、
後
4
年
以
内
に
市
内

明
書
（
年
度
初
回
の
申
請
時

の
み
）
❷
定
期
券
の
写
し
❸

申
請
書
❹
請
求
書
兼
振
込
依

頼
書
❺
通
勤
手
当
支
給
額
証

明
書
（
通
勤
者
の
み
）

※
❸
～
❺
は
市
役
所
窓
口
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
可

申
請
時
期　
定
期
券
購
入
後
1

カ
月
以
内

※
定
期
券
の
有
効
期
間
に
、
令

和
元
年
度
の
期
間
を
含
む
場

合
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。
４
月
以
降
の
申
請
で
は
、

令
和
元
年
度
の
期
間
が
助
成

対
象
外
と
な
り
ま
す

　
（
例
）
令
和
２
年
３
月
10
日

～
４
月
９
日
の
定
期
券

の
民
間
賃
貸
住
宅
と
契
約
し

て
い
る
❹
市
税
・
家
賃
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
❺
前
年

の
合
計
年
間
総
収
入
金
額
が

６
０
０
万
円
以
下
ま
た
は
総

所
得
金
額
が
４
２
６
万
円
以

下　
※
詳
し
い
要
件
等
に
つ
い
て
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

交
付
期
間　
最
大
36
カ
月
間

通勤・通学者の人へ
交通費助成制度

新婚世帯への
家賃補助制度

問ふるさと創生課☎ 43-5205 問ふるさと創生課☎ 43-5205

それぞれの二次元コードから
ダウンロードできます

お知
らせ

お知
らせ

　
「
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
」
は

兵
庫
県
お
よ
び
兵
庫
県
内
の

市
・
町
か
ら
「
避
難
に
関
す
る

情
報
」
な
ど
の
緊
急
情
報
や
、

地
震
、
津
波
、
気
象
警
報
な
ど

の
防
災
に
関
す
る
様
々
な
情
報

を
利
用
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

防
災
メ
ー
ル
に
加
え
、
ア
プ

リ
版
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主
な
機
能　
避
難
情
報
や
気
象

情
報
な
ど
の
通
知
、
避
難
場

所
の
地
図
検
索
、
12
外
国
語

ひょうご防災ネット（スマート
フォンアプリ）について案内

対
応
、
音
声
読
み
上
げ
な
ど

利
用
方
法　
「
Ａ
ｐ
ｐ 

Ｓ
ｔ
ｏ

ｒ
ｅ
」
ま
た
は
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
令
和
２

年
度
に
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る
人

の
登
録
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

登
録
制
度
と
は･･･

　
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
職
種

や
勤
務
時
間
等
を
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
職
員
に
欠
員
が
生

じ
た
と
き
な
ど
に
、
条
件
に
合

う
人
を
登
録
者
の
中
か
ら
選
考

し
、
一会
計
年
度
内
を
任
期
と

し
て
任
用
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
登
録
さ
れ
て
も
直
ち
に
任

用
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

職
種　

保
育
士
、
幼
稚
園
教

諭
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
、
事
務
補
助
員
、
調
理

員
（
保
育
所
ま
た
は
給
食
セ

ン
タ
ー
）
な
ど

※
記
載
し
て
い
る
職
種
以
外
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

登
録
方
法　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

総
務
課
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課

に
用
意
し
て

い
ま
す
。

受
付
期
間

　
随
時
受
付

募集
令和２年度会計年度任用職員
希望者の登録募集

問総務課☎ 43-5001

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及

に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
利
用
の
低
年
齢
化
や
使
い
過

ぎ
に
よ
る
生
活
習
慣
の
乱
れ
、

ネ
ッ
ト
い
じ
め
、
ネ
ッ
ト
依
存
、

そ
の
他
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま

れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
子
ど
も
が
情
報
を
賢
く

安
全
に
使
う
た
め
の
知
識
や
知

恵
を
つ
け
る
よ
う
に
子
ど
も
へ

の
大
人
の
関
わ
り
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学

校
、
警
察
と
教
育
委
員
会
が
協

力
し
て
、「
南
あ
わ
じ
市
ス
マ
ホ
・

ネ
ッ
ト
セ
ー
フ
テ
ィ
推
進
委
員

会
」
を
設
置
し
、
独
自
の
ケ
ー

タ
イ
・
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
機
等

の
使
用
上
の
ル
ー
ル
を
定
め
て

啓
発
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
ル
ー
ル
３
か
条

❶
午
後
９
時
以
降
は
使
用
し
ま

せ
ん

❷
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
し
ま
す

❸
友
だ
ち
の
悪
口
・
個
人
情
報
・ 

写
真
を
載
せ
ま
せ
ん

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
３
８

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

「
子
ど
も
の
ス
マ
ホ
ル
ー
ル
」



2020.3.1発行

お知らせお知らせ

1011 10

　

各
種
手
当
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
は
４
月
か
ら
支
給
額
が
変

更
さ
れ
ま
す
。

❶
児
童
手
当

▽
対
象
者　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15

歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人（
公
務
員
は
職
場
か
ら
支
給
）

▽
手
当
額　

３
歳
未
満
＝
月
額

１
万
５
０
０
０
円
、
３
歳
以
上
小

学
校
修
了
前
＝
月
額
１
万
円
（
第

3
子
以
降
は
月
額
1
万
５
０
０
０

円
）、
中
学
生
＝
月
額
1
万
円

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
（
特
例
給

　
付
）
月
額
５
０
０
０
円

▽
支
給
月　
2
・
6
・
10
月

問
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

❷
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
者　
父
母
の
離
婚
等
で
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

▽
手
当
額　
全
部
支
給
の
場
合
は
月

額
4
万
３
１
６
０
円

※
所
得
に
よ
り
金
額
が
変
わ
り一部
支

給
と
な
り
ま
す
。
所
得
制
限
あ
り

▽
支
給
月　

１
・
３
・
５
・
７
・
９
・

11
月

問
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　
４
月
１
日
か
ら
農
業
共
済
事
業
が

兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
事
務
所
が
移
転

し
ま
す
。

新
事
務
所
に
つ
い
て

（
４
月
１
日
事
業
開
始
）

▽
名
称　
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
南

あ
わ
じ
事
務
所

▽
住
所　
榎
列
上
幡
多
１
９
１
１
番

地
３
（
中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
隣
）

※
下
図
参
照

▽
連
絡
先　
☎
42
・
６
２
１
０　

　

F
　

42
・
６
２
１
３

※
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん

❸
特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
者　
20
歳
未
満
の
障
害
児
を

養
育
す
る
父
母
や
、
父
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人　
▽
手
当
額　

重
度
障
害
＝
月
額

5
万
２
５
０
０
円
、
中
度
障
害
＝

月
額
3
万
４
９
７
０
円

※
所
得
制
限
あ
り

▽
支
給
月　
4
・
8
・
11
月

問
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

❹
特
別
障
害
者
手
当

▽
対
象
者　

障
害
者
手
帳
１
・
２
級

程
度
の
障
が
い
が
重
複
す
る
な

ど
、
著
し
い
重
度
障
が
い
の
た
め

日
常
生
活
に
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
人

▽
手
当
額　
月
額
2
万
７
３
５
０
円

▽
支
給
月　
2
・
5
・
8
・
11
月

問
福
祉
課

❺
障
害
児
福
祉
手
当

▽
対
象
者　

重
度
の
障
が
い
の
た
め

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
人
（
障

害
の
永
続
性
が
確
認
で
き
る
年
齢

は
概
ね
３
歳
以
上
）

▽
手
当
額　
月
額
1
万
４
８
８
０
円

▽
支
給
月　
2
・
5
・
8
・
11
月

問
福
祉
課

各種手当のお知らせ農業共済事務所が移転します
❶❷❸問子育てゆめるん課☎ 43-5219、❹❺問福祉課☎ 43-5216問農林振興課農業共済係☎42-6210

お知
らせ

お知
らせ

　

４
月
１
日
申
請
受
付
分
か

ら
、
助
成
券
の
金
種
が
下
表
の

と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

※
最
大
助
成
額
９
万
８
０
０
０

円
、
枚
数
14
枚
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん

※
健
診
１
回
に
つ
き
１
枚
使
用

で
き
ま
す

※
お
釣
り
は
出
ま
せ
ん
。
換
金

も
で
き
ま
せ
ん

※
助
成
券
の
金
額
を
超
え
た
場

合
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

妊婦健康診査費助成券の
金種が変わります

問健康課☎43-5218

お知
らせ

　
西
淡
志
知
小
学
校
と
三
原
志

知
小
学
校
が
統
合
し
、
４
月
に

開
校
す
る
「
志
知
小
学
校
」
の

校
歌
の
曲
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
先
に

決
ま
っ
た
歌
詞
に
つ
け
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
公
募
。
39
作
品
が
寄

せ
ら
れ
た
中
か
ら
、
西
野
実
希

さ
ん
（
榎
列
）
の
曲
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
西
野
さ

ん
は
「
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
思

い
を
大
切
に
し
て
作
っ
た
。
い

つ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
り
続
け
る
曲
に
な
れ
ば
う
れ

「志知小学校」校歌の
メロディー決定

お知
らせ

問学校教育課☎43-5231

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

校
歌
は
４
月
７
日
の
開
校
式

で
お
披
露
目
さ
れ
る
予
定
で
す
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
浅
井
教
育
長
か

ら
賞
状
を
受
け
取
る
西
野
さ
ん
（
左
）

妊婦健康診査費助成券の金種

変更前
15,000円券 1枚、10,000円券 2枚、
7,000円券 4枚、5,000円券 7枚

変更後

17,000円券 1枚、11,100円券 1枚、
10,500円券 1枚、9,500円券 1枚、
7,200円券 1枚、6,600円券 1枚、
4,700円券 5枚、4,200円券 3枚

【位置図】

　
兵
庫
県
で
は
「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

土
砂
災
害
か
ら
人
命
お
よ
び
身
体
を

保
護
す
る
た
め
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
お
よ
び
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
指
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
旧
緑
町
地
区
に
つ
い
て
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
指
定

す
る
範
囲
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
指

定
図
書
の
閲
覧
と
説
明
窓
口
の
設
置

を
行
い
、
順
次
指
定
を
進
め
る
予
定

で
す
。

指
定
図
書
の
閲
覧　

▽
閲
覧
期
間　
３
月
25
日
（
水
）
～

４
月
８
日
（
水
）

▽
閲
覧
場
所
　
洲
本
土
木
事
務
所
河

川
砂
防
課
、
市
役
所
建
設
課
、
広

田
地
区
公
民
館
、
倭
文
公
民
館

説
明
窓
口
会
場　

▽
開
設
日
時　
３
月
29
日
（
日
）
午

前
９
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時
30
分

▽
会
場　
広
田
地
区
公
民
館

※
受
付
順
に
対
応
す
る
た
め
、
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

土砂災害特別警戒区域の指定
問淡路県民局洲本土木事務所河川砂防課
　☎26-3215

お知
らせ
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

　

国
内
在
住
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
で
退
職
等
に
よ
り
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
人
や
、
配

偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
る
な
ど
し
た
場

合
は
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
届
出
は
加
入
す
る
時
だ

け
で
な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た

時
に
も
必
要
で
す
。
届
出
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
年
金
額
に
影
響
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
通
知
カ
ー
ド
も
可
）

・
認
め
印

・
退
職
日
等
の
わ
か
る
書
類
（
健
康
保

険
資
格
喪
失
証
明
書
、
雇
用
保
険
の

離
職
票
・
受
給
資
格
者
証
、
退
職
証

明
書
、
退
職
辞
令
な
ど
）

　

国
民
年
金
第
１
号
の
被
保
険
者
は
、

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
所

得
の
減
少
や
退
職
・
失
業
等
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
「
国
民

年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
通
知
カ
ー
ド
も
可
）

・
認
め
印

・
雇
用
保
険
の
離
職
票
な
ど
（
退
職
さ

れ
た
人
の
み
）

国民年金～こんなときに手続きが必要です～
問総合窓口センター☎ 43-5212

お知
らせ

　

経
済
活
力
の
維
持
・
向
上
を

目
的
に
９
月
～
翌
年
３
月
ま
で
の

期
間
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
（
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
、
２
万
円

の
前
払
い
等
に
対
し
５
０
０
０
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
）
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
消

費
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
は
、
地
域
の
お
店
で

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
利
用
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
Ｊ
Ｐ

Ｑ
Ｒ
を
活
用
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
が
利
用
で
き
る
店
舗
の
開
拓

を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
先
駆

け
て
、
南
あ
わ
じ
市
で
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
13
日
（
水
）

　
午
後
２
時
～

場
所　
中
央
公
民
館
講
義
室

内
容  

Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
の
説
明
（
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
一
部
含

む
）、
導
入
の
流
れ
、
参
加

決
済
事
業
者
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
な
ど

※
参
加
申
込
な
ど
の
詳
細
は
、

来
月
号
以
降
の
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

※
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
と
は
、（
一
社
）
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会

に
よ
り
策
定
さ
れ
た
コ
ー
ド

決
済
の
統
一
規
格
。
複
数
社

の
決
済
用
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
１
枚
（
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
）
に
ま

と
め
て
対
応
し
ま
す

統一QR「JPQR」普及事業
事業者向け説明会（予告）

問商工観光課☎ 43-5221

お知
らせ

　
令
和
３
年
３
月
大
学
等
卒
業

予
定
者
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
、
就
職
活
動
を
さ
れ
る
人
の

家
族
を
対
象
に
合
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
ブ
ー
ス
を
３
社

以
上
訪
問
す
る
と
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
が
も
ら
え
ま
す
。「
淡

路
島
で
就
職
し
た
い
」
と
い
う

人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
20
日
（
金
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
受
付
時
間
は
正
午
～
午
後
３

時
30
分

淡路島就活ＥＸＰＯ「求人
企業合同説明会」の開催
問淡路地域人材確保協議会事務局
　☎ 26-2086

案内

場
所　
神
戸
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ

ー
３
階

参
加
企
業　
30
社
程
度

※
予
約
不
要
・
参
加
無
料

　
大
屋
所
自
治
会
で
は
、
宝
く
じ
の
収

益
を
財
源
と
し
た
（
一財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
31
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
だ
ん
じ

り
備
品
の
修
繕
・
新
調
（
布
団
房
・

布
団
生
地
の
新
調
等
）を
行
い
ま
し
た
。

　
だ
ん
じ
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
、

祭
り
を
通
し
て
、
よ
り
一
層
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
修
理
し
た
だ
ん
じ
り
は
、春
祭
り（
４

月
11
日
～
12
日
）
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

コミュニティ助成事業の活用事例紹介
問ふるさと創生課☎ 43-5205

お知
らせ

　
南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
お
よ

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
３
月
19
日
（
木
）

～
４
月
16
日（
木
）ま
で（
必

着
）

募
集
人
数　
農
業
委
員
19
人
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
35
人

任
期　
令
和
２
年
８
月
１
日
～

令
和
５
年
７
月
31
日
（
３
年

間
）

申
込
方
法　
推
薦
書
ま
た
は
応

募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
添
付
書
類
と
と
も
に

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
持
参

（
平
日
の
み
）
ま
た
は
郵
送

募
集
対
象
者　
農
業
に
関
す
る

知
識
や
農
地
等
の
利
用
最

適
化
の
推
進
に
熱
意
が
あ

り
農
業
委
員
会
の
職
務
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
人

※
資
格
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

募集
農業委員、農地利用最適化
推進委員の募集

問農業委員会事務局☎ 43-5236

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税
に
は

「
振
替
納
税
」
を
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　
振
替
納
税
と
は
、
下
表
の
口

座
振
替
日
に
、
指
定
の
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
初
め
て
利
用
さ
れ
る

人
は
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼

書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を

作
成
の
上
、
申
告
書
と
併
せ
て

納
期
限
（
申
告
期
限
）
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

納税には便利で安全・確実な
「振替納税」を

問洲本税務署☎ 24-1212

　国税庁ホームページで申告書を作成できます。二次元コー
ドを参照ください。　　　　　問洲本税務署☎ 24-1212

確定申告は e-Tax で！

令和元年分の納期限（申告期限）と口座振替日

案内

税目 所得税および
復興特別所得税

消費税および
地方消費税
(個人事業者)

納期限
（申告期限） 3月16日（月） ３月31日（火）

口座振替日 4月21日（火） 4月23日（木）

問環境課☎43-5214

最後まで責任を持って飼いましょう。
むやみに繁殖させないようにしましょう。

動物の虐待・遺棄は
　犯罪 です
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎1階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

入会説明会のご案内
日時　3月11日（水）午後1時 30分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）２階

出張入会説明会のご案内
日時　3月25日（水）午後1時 30分～
場所　湊地区公民館　1階　第４会議室

60歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

今月の納税

納期限  ３月31日(火)
納税は、便利で安全・確実な

口座振替を利用しましょう
問税務課☎43-5213

国民健康保険税・・・【9期 】

60歳以上の皆さまへ
高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

登
録
説
明
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
得
た
ポ
イ

ン
ト
で
、
買
い
物
や
寄
付
が
で

き
ま
す
。

▽
日
時　
３
月
25
日
（
水
）

　
午
後
２
時
～

▽
場
所　
伊
加
利
地
区
公
民
館

※
保
育
所
で
の
活
動
紹
介
・
施

設
見
学
を
同
時
開
催

問
市
民
協
働
課
生
涯
活
躍
推
進

室
☎
43
・
５
２
４
４

◆
窓
口
で
の
個
別
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。

あなたの力を必要としている人がいます！

気分転換や
運動になる

・

・生活に張り
が出る

保育所 小学校

お知
らせ

委員会
日程 委員会 内容

3月17日（火） 総務文教常任委員会 付託案件
の審査3月18日（水） 産業厚生常任委員会

本会議
日程 内容

  ２月21日（金）
  ２月25日（火）

①令和２年度施政方針表明
②令和２年度一般会計、特別会計、公営企業会計
　予算上程（説明）
③条例案上程（説明、質疑、委員会付託）
④令和元年度一般会計、特別会計、公営企業会計
　補正予算上程（説明、質疑、委員会付託）
⑤その他の案件上程
　（説明、質疑、討論・表決（一部）、委員会付託）

3月２日（月）、
４日（水）、５日（木）

①一般質問(代表・個人）（令和２年度予算・
　施政方針の総括質疑を含む）

3月６日（金）

①一般質問(代表・個人）（令和２年度予算・
　施政方針の総括質疑を含む）
②令和２年度一般会計、特別会計、公営企業会計
　予算（質疑、委員会付託）
③追加議案上程
　（説明、質疑、討論・表決（一部）、委員会付託）

3月23日（月） ①付託案件委員会審査報告（質疑、討論、表決）
②追加議案上程（説明、質疑、討論、表決）

第90回市議会
定例会日程（３月）

※令和２年度予算は予算審査特別委員会を設置し審査を
行います。審査の日程については、予算審査特別委員
会設置後、3月 9日（月）・11日（水）・12日（木）・
13日（金）で調整を行う予定

◦議会は市役所本館４階の議場で傍聴できます
◦インターネットによる中継、モニター中継（市
　役所本館１階ロビー・４階議場ロビー）をし
　ています

問議会事務局☎ 43-5005

※開会はすべて午前10時～

※開会はすべて午前10時～

沖縄県首里城火災義援金協力のお礼
　1月末まで市役所本館1階ロビーに、沖縄県首里城火災
義援金の募金箱を設置したところ、総額14,976円の寄付
が寄せられました。
　寄せられた義援金は、首里城火災義援金募集委員会を
通じて、首里城の再建等の支援に活用していただきます。
問総務課☎43-5001

　

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
制
度

は
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。

　

減
免
の
適
用
は
４
月
請
求
分

（
３
月
使
用
分
）
ま
で
と
な
り
、

５
月
請
求
分
（
４
月
使
用
分
）
か

ら
は
通
常
料
金
で
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
減
免
制
度
の
申
請
は
制

度
終
了
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

水道料金福祉減免制度
終了のお知らせ
問淡路広域水道企業団
　南あわじ市お客さまセンター☎ 43-3038

案内

▲封筒表面 ▲封筒裏面

広  告
スペース 

縦20㌢
×

横10㌢

※封筒表面に
は、総合窓口
センターの
指定する文
言等を印刷
していただ
きます

【表】 【裏】

　
市
で
は
、
広
告
入
り
封
筒
の

寄
贈
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

封
筒
の
用
途
　
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
出
張
所
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口
で
、

証
明
書
等
の
持
ち
帰
り
用

と
し
て
使
用

封
筒
の
規
格
　
長
形
３
号
（
縦

23
・
５
㌢
×
横
12
・
０
㌢
）

紙
厚
　
70
ｇ
／
㎡
以
上

材
質
　
古
紙
配
合
の
再
生
紙

広
告
の
掲
載
位
置
・
規
格
　
封

筒
裏
側
・
縦
20
㌢
×
横
10
㌢

広告入り封筒の寄贈希望者の募集
問総合窓口センター☎ 43-5212

募集

募
集
枚
数
　
５
万
枚

募
集
期
間　
３
月
２
日
（
月
）

～
16
日
（
月
）

希
望
者
の
決
定
　
審
査
に
よ
り

決
定

※
広
告
を
掲
載
で
き
る
の
は
、

市
民
の
福
祉
、
利
便
性
な
ど

を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。
公

の
秩
序
ま
た
は
善
良
な
風

俗
に
反
す
る
も
の
や
意
見

広
告
、
人
権
侵
害
や
差
別
を

助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

　

例
年
７
月
末
に
開
催
さ
れ
て
い

る
「
慶
野
松
原
花
火
大
会
」
が
、

今
年
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
期
間
と
重
な
り
、
県
下
の
花

火
大
会
の
中
止
も
あ
り
、
来
場
者

が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
駐
車
場
の
確
保
や
会
場
周

辺
の
安
全
に
向
け
た
対
応
が
困
難

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
関

係
者
ら
に
よ
る
協
議
の
結
果
、「
地

域
住
民
の
生
活
と
安
全
を
最
優
先
」

と
し
て
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
関
係
者
は
「
楽
し
み
に
し
て
い
た

人
に
お
詫
び
す
る
と
同
時
に
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「慶野松原花火大会」の
中止について

問商工観光課☎ 43-5221

お知
らせ
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ニ
ン
グ
（
３
月
20
日
）
で
は
、
園

芸
家
の
富
山
昌
克
氏
に
よ
る
講
演

や
花
の
植
え
付
け
体
験
の
ほ
か
、

花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

（
要
事
前
申
込
）。

※
詳
し
く
は
「
淡
路
花
祭
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
期
間
　
３
月
20
日
（
金
・
祝
）

～
５
月
31
日
（
日
）

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
花
が
咲
く

ケ
シ
の
中
に
は
、
麻
薬
成
分
が
含

ま
れ
、
法
律
で
植
え
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
種
類
が
あ
り
、
淡

路
島
内
で
は
多
く
自
生
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
種

が
飛
散
す
る
と
自
生
区
域
が
拡
大

し
ま
す
の
で
、
種
が
で
き
る
前
に

処
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
を
見
つ

け
た
と
き
は
、
根
を
残
さ
ず
に
引

き
抜
き
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
食
品
薬

務
衛
生
課
☎
26
・
２
０
６
８

▽
日
時
　
３
月
29
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
集
合
場
所
　
沼
島
汽
船
土
生
港

▽
定
員
　
15
人

▽
参
加
費
　
大
人
２
０
０
０
円

※
沼
島
往
復
便
は
自
己
負
担
。
弁

当
・
飲
物
等
は
各
自
持
参

▽
応
募
締
切
　
３
月
23
日
（
月
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
主
催
　
南
あ
わ
じ
地
学
の
会

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊

「
出
逢
い
の
街
角
相
談
所
」の

参
加
者
募
集

　
忙
し
い
ご
本
人
に
代
わ
り
、
親

御
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊
の

相
談
員
が
、
誠
意
を
も
っ
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
22
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
５
時

▽
場
所
　
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
南

淡
路
　
喫
茶
ラ
ウ
ン
ジ

▽
参
加
要
件
　
独
身
の
人
の
親

▽
参
加
費
　
１
０
０
０
円

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

問
同
応
援
団
お
た
す
け
隊（
出
田
）

　
☎
０
９
０・１
１
５
７・２
９
９
１

淡
路
吹
奏
楽
団
演
奏
、
連
携
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
20
日
～
22
日
）

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

人
口
動
態
調
査
に
ご
協
力
を

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
戸
籍
の
届

書
に
よ
り
人
口
動
態
を
調
査
し
、

調
査
結
果
を
各
施
策
の
た
め
の
重

要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
令
和
２

年
度
は
、
戸
籍
届
書
の
職
業
欄
・

産
業
欄
の
記
入
が
必
須
と
な
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

困
っ
た
と
き
、ま
ず
は

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ

　
県
政
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
日

常
生
活
上
の
諸
問
題
ま
で
、
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
要
な
場

合
は
専
門
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
30
分
　

▽
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

※
通
話
無
料
。
携
帯
電
話
か
ら
は

利
用
不
可

淡
路
花
祭
２
０
２
０
春

　
島
内
各
所
で
花
と
緑
に
関
す
る

多
彩
な
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

洲
本
市
文
化
体
育
館
で
の
オ
ー
プ

情
報
瓦
ば
ん

南
あ
わ
じ
市
健
康
大
学
講
座

受
講
生
募
集

　
健
康
や
医
療
な
ど
に
つ
い
て
医

師
等
が
講
義
し
ま
す
。

▽
期
間
　
５
月
～
11
月（
計
８
回
）

▽
日
時
　
毎
月
第
３
木
曜
日
の
午

後
１
時
30
分
～
３
時
40
分
（
５

月
の
み
２
回
）

▽
場
所
　
湊
地
区
公
民
館

▽
対
象
　
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

▽
受
講
料
　
１
０
０
０
円
（
５
月

の
開
講
式
で
集
金
）

▽
申
込
方
法
　
健
康
課
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
て
提

出
。
ま
た
、
申
込
書
は
３
月
１

日
（
日
）
に
新
聞
折
込
み

▽
申
込
締
切
　
３
月
31
日
（
火
）

※
受
講
者
に
は
４
月
下
旬
に
５
月

の
開
講
式
の
案
内
を
送
付

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

沼
島
の
海
上
周
遊
と
地
質
散
歩

参
加
者
募
集

　
海
岸
線
に
あ
る
奇
岩
や
岩
礁
を

船
で
巡
り
、
さ
ら
に
沼
島
特
有
の

地
質
を
見
て
歩
き
ま
す
。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、

基
礎
的
な
知
識
お
よ
び
手
話
な
ど

の
意
思
伝
達
技
術
を
習
得
す
る
た

め
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
昼
間
の
コ
ー
ス

▽
日
時
　
４
月
23
日
～
翌
年
３
月

11
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
午

前
10
時
～
正
午

▽
場
所
　
洲
本
市
健
康
福
祉
館

◆
夜
間
の
コ
ー
ス

▽
日
時
　
４
月
23
日
～
翌
年
３
月

11
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
午

後
７
時
～
９
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
・
洲
本
市

健
康
福
祉
館
・
淡
路
市
立
中

央
公
民
館

▽
対
象
　
淡
路
島
に
在
住
・
勤
務

す
る
高
校
生
以
上
で
、
手
話
の

学
習
経
験
の
な
い
人

▽
受
講
料
　
３
３
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切
　
４
月
13
日
（
月
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
☎
24
・
３
８
５
０
F
　

26
・
１
１
７
５

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
級
講
習

会
の
受
講
生
募
集（
無
料
）

▽
内
容
　
朗
読
技
術
を
基
礎
か
ら

学
べ
ま
す
。
６
回
コ
ー
ス
。

▽
日
時
　
４
月
16
、
30
日
、
５
月

14
、
21
日
、
６
月
４
、
18
日
の

木
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所
　
広
田
地
区
公
民
館

▽
対
象
　
全
回
出
席
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

※
要
申
込
。
定
員
に
達
し
次
第
締
切

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
・
３
０
０
７

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ（
高

齢
者
放
送
大
学
）令
和
２
年
度

受
講
生
募
集

　
本
学
は
ラ
ジ
オ
講
座
を
聴
き
、

感
想
文
を
提
出
す
る
の
が
基
本
。

教
材
テ
キ
ス
ト
を
毎
月
発
行
。
ス

ク
ー
リ
ン
グ
、
研
修
旅
行
な
ど
、

学
生
の
交
流
事
業
も
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
　
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

▽
募
集
期
間
　
４
月
10
日
（
金
）

ま
で

▽
学
費
　
年
間
６
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
同
事
務
局

　
☎
０
７
９
・
４
２
４
・
３
３
４
３

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

▽
日
時
　
３
月
15
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

※
予
備
日
３
月
22
日
（
日
）

▽
場
所
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
試
合
形
式
　
男
、
女
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク

ラ
ス
、
Ｂ
ク
ラ
ス
。
６
ゲ
ー
ム
先
取

▽
参
加
対
象
　
中
学
生
以
上

▽
参
加
費
　
１
ペ
ア
２
０
０
０
円

（
受
付
時
に
集
金
）

▽
申
込
先
　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
、
ク
ラ
ス
を
明
記
し

て
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
ま
で

▽
申
込
期
限
　
３
月
８
日
（
日
）

問
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
（
藤
村
）

　
☎
０
９
０・
１
０
２
７・
０
５
９
１

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
教
室
の

参
加
者
募
集

▽
日
時
　
４
月
～
翌
年
３
月
の
毎

週
金
曜
日
　
午
後
８
時
～
10
時

▽
場
所
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
対
象
　
高
校
生
以
上

▽
参
加
費
　
月
１
５
０
０
円

▽
申
込
先
　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
市
テ
ニ

ス
協
会
事
務
局
ま
で

▽
申
込
期
限
　
３
月
31
日
（
火
）

問
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
（
藤
村
）

　
☎
０
９
０・
１
０
２
７・
０
５
９
１

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

▽
日
時
　
３
月
12
日（
木
）、26
日

（
木
）の
午
後
６
時
と
７
時
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
臨
時
休
業

　
３
月
１
日（
日
）は
休
業
し
ま
す
。

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　
美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋

来
屋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電

話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

県
実
施
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）の
出
前
受
付

　
年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、
す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
６
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
そ
の
他
　
申
込
み
に
は
、
銀
行
の

届
出
印
お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種（
定
期
接
種
）

　
平
成
31
年
度
の
対
象
者
へ
昨
年

４
月
に
通
知
し
ま
し
た
高
齢
者
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
期
間
は
、
３

月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
対
象

期
間
外
の
接
種
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
75
歳
以
上
で
、
こ
れ
ま
で
助
成

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
に
は
、

定
期
接
種
と
同
じ
負
担
金
で
接
種

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

島
民
の
力
で
鳴
門
海
峡
の

渦
潮
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う

　
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
の
世
界
遺
産

登
録
推
進
運
動
の
機
運
を
高
め
る

た
め
、３
月
15
日（
日
）ま
で
福
良
・

な
な
い
ろ
館
観
潮
船
「
う
ず
し
お

ク
ル
ー
ズ
」
が
淡
路
島
在
住
の
人

を
対
象
に
乗
船
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。
免
許
証
等
証
明
で
き
る
書

類
を
窓
口
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
う
ず
し
お
世
界
遺
産
推
進
課

　
☎
43
・
５
２
０
７

「
鳴
門
の
渦
潮
」講
演
会（
無
料
）

　
兵
庫
県
と
徳
島
県
で
は
、
鳴
門

の
渦
潮
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、

専
門
家
を
招
き
、
登
録
ま
で
の
課

題
や
方
向
性
を
探
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
19
日
（
木
）

　
午
後
２
時
15
分
～
３
時
30
分

▽
場
所
　
ア
オ
ア
ヲ
ナ
ル
ト
リ
ゾ

ー
ト
（
徳
島
県
鳴
門
市
）

▽
テ
ー
マ
　
世
界
文
化
遺
産
の
考

え
方
と
鳴
門
の
渦
潮

※
要
申
込
。
詳
し
く
は
兵
庫
・
徳

島
「
鳴
門
の
渦
潮
」
世
界
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://naruto-uzushio.

jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
同
事
務
局（
徳
島
県
文
化
資
源
活
用

課
）
☎
０
８
８・６
２
１・３
１
６
３

地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
公
開

懇
話
会

　「
み
ん
な
で
考
え
　
み
ん
な
で
つ

く
る
　
笑
顔
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
15
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
講
演
「
南
あ
わ
じ
市
で

地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
」、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

▽
講
師
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
松
端
克
文
氏
（
武
庫
川
女
子
大

学
教
授
）

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
・
３
０
０
７

美
菜
恋
来
屋

５
周
年
感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト

▽
日
程
　
３
月
21
日
（
土
）

▽
場
所
　
美
菜
恋
来
屋
　

▽
内
容
　
淡
路
ビ
ー
フ
試
食
振
る
舞

い
（
午
前
10
時
～
と
午
後
１
時

～
・
各
先
着
１
０
０
人
）、
ポ
イ

ン
ト
５
倍
、
市
役
所
ウ
ク
レ
レ
部
・

お
知
ら
せ

募
　
集
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働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

◆
り
ん
ご
ケ
ー
キ
講
座（
要
予
約
）

▽
内
容
　
定
番
フ
ル
ー
ツ
で
簡
単

に
オ
シ
ャ
レ
ケ
ー
キ
づ
く
り

▽
日
時
　
３
月
20
日
（
金
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
定
員
15
人

▽
材
料
費
　
８
０
０
円

▽
申
込
締
切
　
３
月
７
日
（
土
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

第
８
回
南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会

▽
日
時
　
３
月
29
日
（
日
）

　
午
後
12
時
30
分
開
演

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

※
入
場
無
料
。
お
茶
席
（
無
料
）

や
演
技
終
了
後
の
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
ま
す

問
市
舞
踊
の
会
事
務
局
（
窪
田
）

　
☎
42
・
４
４
８
３

里
山
基
地
の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程
　
３
月
８
日
（
日
）

▽
内
容
　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
づ
く
り
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
づ
く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０・
７
５
５
３・
９
４
９
２

第
３
回
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

田
中
正
平
記
念
南
あ
わ
じ
音
楽
祭

　
島
内
で
音
楽
活
動
す
る
個
人
や

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者
　
市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

の
人
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
） 

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　
専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　
65
歳
未
満
で
、
離
職
（
2
年
以

内
）
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

人
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人

に
就
職
に
向
け
た
活
動
等
を
条
件

と
し
て
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

団
体
が
音
楽
発
表
を
行
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
な
ど
の
楽
器
演
奏
・
ダ
ン
ス・

合
唱
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
３
月
15
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分（
予
定
）

▽
場
所
　
広
田
地
区
公
民
館

※
入
場
無
料

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

パ
デ
レ
フ
ス
キ
と
シ
ョ
パ
ン

そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド

▽
日
時
　
３
月
29
日
（
日
）

　
午
後
１
時
開
演

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

※
料
金
等
、詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会
（
中
村
）

　
☎
22
・
３
２
６
４

フ
ィ
リ
ッ
プ　
リ
ノ
フ

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
　
３
月
20
日
（
金
・
祝
）

　
午
後
３
時
開
演

▽
場
所
　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル

（
淡
路
市
）

※
料
金
等
、詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会
（
中
村
）

　
☎
22
・
３
２
６
４

洲
本
吹
奏
楽
団

第
35
回
記
念
定
期
演
奏
会

▽
日
時
　
３
月
22
日
（
日
）

　
午
後
２
時
開
演

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容 

職
業
相
談
お
よ
び
職
業

紹
介

▽
対
象
者
　
生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時
　
３
月
10
日（
火
）、24
日

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

「
縁
結
び
相
談
会
」の
開
催

▽
内
容
　
縁
結
び
に
関
す
る
相
談

（
異
性
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
自
分
磨
き
な
ど
）

▽
日
時
　
３
月
10
日
（
火
） 

　
午
後
７
時
～
９
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
対
象
者
　「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の

▽
内
容
　
第
１
部
は
洲
浜
中
学
校
・

洲
本
実
業
高
校
吹
奏
楽
部
と
の

合
同
演
奏
、
第
２
部
は
パ
プ
リ
カ

ほ
か
、
第
３
部
は
富
士
山
～
北

斎
の
版
画
に
触
発
さ
れ
て
～
ほ
か

※
入
場
無
料
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品

プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

問
洲
本
吹
奏
楽
団
（
沖
田
）

　
☎
０
９
０・
１
５
８
３・
１
７
４
６

淡
路
人
形
座（
３
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容
　「
人
形
解
説
」「
傾
城
阿
波

の
鳴
門
　
順
礼
歌
の
段
」「
戎
舞
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
く
に
う
み
の
神
話
の
淡
路
島
か
ら

　
３
月
15
日（
日
）、古
代
史
マ
ス
タ
ー

落
語
家
桂
竹
千
代
の
落
語
と
古

代
史
講
座
。前
売
り
券
販
売
中
。

◆
 一 

谷
嫩ふ
た
ば
軍
記　
須
磨
浦
組
討
の
段

　

３
月
20
日（
金
・
祝
）～
22
日

（
日
）、一
谷
の
戦
い
で
討
ち
取
ら

れ
、福
良
湾
に
浮
か
ぶ「
煙
島
」

に
眠
る
平
敦
盛
を
偲
び
上
演
。

◆
３
月
の
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
、

５
日（
木
）、15
日（
日
）午
後
３
時
～

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容
　『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』三

段
目
　
恋
歌
の
意
趣
の
段
、『
絵

本
太
功
記
』十
段
目
　
尼
ヶ
崎
の

会
」
会
員
（
情
報
登
録
書
提
出

の
こ
と
）

※
要
予
約
。「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の

会
」
へ
の
入
会
は
随
時
受
付
し

て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

▽
内
容
　
空
き
家
バ
ン
クへ
の
登
録
・

利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時
　
３
月
21
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
予
約
締
切
　
３
月
13
日
（
金
）

午
後
５
時

※
要
予
約
。
平
日
も
相
談
可

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

高
齢
者
の
総
合
相
談（
無
料
）

▽
内
容
　
認
知
症
や
介
護
、
高
齢

者
の
虐
待
や
権
利
擁
護
、
成
年

後
見
制
度
な
ど
総
合
的
な
相
談

▽
日
時
　
平
日
の
午
前
８
時
30
分

段（
武
智
光
秀・操
）

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く

る
」主
役
明
智
光
秀
を
展
示

◆
淡
路
人
形
綸り
ん
じ旨

宣せ
ん
げ下

４
５
０

年
記
念
展
　
淡
路
人
形
の
祖
、

引ひ
き
た田

淡あ
わ
じ
の
じ
ょ
う

路
掾
が
京
都
宮
中
に
て

式
三さ
ん
ば
そ
う

番
叟
を
奉
納
し
階
位
を
承

り
４
５
０
年
。引
田
家
の
貴
重

な
資
料
を
月
替
わ
り
で
展
示
。

◆
発
掘
調
査
速
報
展

▽
期
間
　
３
月
15
日（
日
）ま
で

◆
第
28
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間
　
５
月
10
日（
日
）ま
で

◆
う
ず
し
お
絵
画
展

▽
期
間
　
３
月
24
日（
火
）～
８
月

２
日（
日
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

松
帆
銅
鐸
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鋳
造
体
験

▽
日
時
　
３
月
22
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
、
午
後
３
時
～

▽
場
所
　
玉
青
館

▽
参
加
費
　
銅
剣
・
銅
鏡
各
５
０
０

円
、
銅
鐸
・
貨
泉
各
１
０
０
０
円

※
入
館
料
が
別
途
必
要

▽
定
員
　
各
回
12
人
（
先
着
順
・

要
予
約
）

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　
☎
42
・
３
８
４
９

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
２
階
展
示
室
改
修
工
事

　
令
和
２
年
度
松
帆
銅
鐸
特
別
展
に

向
け
て
改
修
工
事
中
で
す
。
作
業
中

は
１
階
の
展
示
の
み
と
な
り
ま
す
。

◆
松
帆
銅
鐸
の
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
体
験

　
松
帆
銅
鐸
が
使
わ
れ
て
い
た
時

代
を
Ｖ
Ｒ
映
像
で
の
ぞ
い
て
み
ま

せ
ん
か
。（
対
象
年
齢
７
歳
以
上
）

▽
体
験
料
　
３
０
０
円（
入
館
料

別
途
）

▽
体
験
時
間
　
約
20
分

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
１
９
０
回
神
代
天
体
観
測
会

「
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
を
見
よ
う
」

▽
日
時
　
３
月
29
日
（
日
）

　
午
後
７
時
～

▽
場
所
　
神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
１
２
７
回
講
習
会

▽
日
時
　
３
月
７
日
（
土
）

　
午
後
８
時
～

▽
場
所
　
賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

◆
第
94
回
・
第
95
回
講
座

▽
日
時
　
３
月
12
日（
木
）、26
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

～
午
後
５
時
15
分

▽
相
談
員
　
保
健
師
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
３
７

行
政
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談（
先
着
３
人
、１
人
30
分
）

▽
日
時
　
３
月
12
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所
　
松
帆
地
区
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時
　
４
月
５
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
洲
本
公
証
役
場

問
洲
本
公
証
人
役
場
☎
24
・
３
４
５
４

文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

　 3 月の無料相談
市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　11日（水）・26日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）
若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　25日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所２階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）
司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・成年後見・法律の相談
◆日時　18日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本市文化体育館
◆申込　武田司法書士事務所 武田まで
　　　　☎25-3230（予約必要）
行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　９日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　行政事士宮崎宏明事務所
　　　    ☎42-5968（予約必要）
住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　25日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）
母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219
家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239
妊娠・出産・子育て相談
◆日時　 ❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703
教育相談窓口
◆日時　９日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）
農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　27日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

高
齢
者
を
狙
う
「
新
型
」
催
眠
商
法

の
特
徴
と
手
口

　
狭
い
会
場
に
大
人
数
を
集
め
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
格
安
の
商
品
販
売
で
人

を
興
奮
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
、
高
価
な

健
康
器
具
や
食
品
を
売
り
つ
け
ま
す
。

【
対
策
】

●
通
い
続
け
て
言
葉
巧
み
に
勧
誘
を

受
け
る
と
、
断
り
き
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
安
易
に
そ
の

よ
う
な
場
に
行
か
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
勧
誘
さ
れ
て
も
必
要
で
な
け
れ
ば

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。「
し

ま
っ
た
」「
お
か
し
い
」
と
思
っ

た
ら
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
０
９
９



情報瓦ばん

2020.3.1発行21 20

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　ぎゅうにゅうのようにしろ
いからだをした、いぬの「し
ろ」。あるひ、「いぬごろし」と
よばれるにんげんに、ともだ
ちがつかまりそうになって
いたのをみすてて、にげてし
まう。すると、しろのからだは
まっくろになり、かわれてい
たいえからもおいだされてし
まった。しろはそのご、あちこ
ちでひとだすけをして…。

しろ

　「自分はこれから何をす
べきなのか？何ができるの
か？」このような意識を持ち
自分の価値観を定義してい
く。すべては「はたらくを楽し
む」ために。自己分析は過去
を整理しストーリーを作る、
面接は準備３割、素の自分７
割で勝負、「２ランク上」の世
界に身を置く。キャリア指導
のプロが、新しいメソッドを
伝授する。

新しい就活
ダナ・Ｋ・ホワイト／著
（マガジンハウス）

　2011年３月、爆発事故を
起こした原発からもれ出した
放射性物質は、25kmも離れ
た福島県浪江町津島にも大量
に降り注いだ。ふるさとを追わ
れ、散り散りになって避難した
人々は、事故前の暮らしが戻
ることはないことを知った。今
も帰れない「津島」の現実と願
い、暮らしや伝統・文化を写真
で伝える。帰ってくるかもしれ
ない子孫たちに。

百年後を生きる
子どもたちへ
豊田　直巳／写真・文
（農山漁村文化協会）

佐藤　裕／著
（河出書房新社）

芥川　龍之介／原作
（みらいパブリッシング）

　今、暮らしている家のなか
をどうするか。「お皿を洗う」
それだけの小さな習慣が人生
を変え、家事・片づけが絶望
的に苦手なわたしを救ったー。
「面倒くさいこと」「溜めこみ
習慣」「先延ばしグセ」を完全
に手放し、おどろくほどシン
プルな片づけ術を具体的に
紹介する。さあ、はじめの１歩。
今から、お皿を洗いましょう。

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

問さんさんネット
　☎43-2345

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※さんさんネットのホー
ムページでも番組表を確
認いただけます

EPG（電子番組表）

　　　
168シリ

ーズ

『
淡
路
人
形
綸り

ん

旨じ

宣せ

ん

下げ

４
５
０
年
』

　江戸時代中期（享保・元文の頃）、40以上ある淡
路人形浄瑠璃の人形座の中で、淡路人形の元祖と
して最も古い歴史と格式を誇ったのが上

うえむら
村源

げん
之
の

丞
じょう

座です。座本である初代引
ひき

田
た

源
げん

之
の

丞
じょう

は、元
げん

亀
き

元年
（1570年）に宮中で「三

さんじゃ
社神

か ぐ ら
楽之

の
式
しき

」を奉納し、従
じゅ

四
し

位
い の げ

下に叙する綸旨を賜りました。450年目となる
今年、淡路人形浄瑠璃資料館では多くの人に上村
源之丞座の歴史や活躍を知り、淡路人形浄瑠璃の
魅力にふれていただけ
るよう「淡路人形綸旨宣
下450年記念展」を開催
しています。
　　　　　　　   （写真）綸旨

毎週月曜日、
31 日（火）　月末整理日

3 月の休館日

「これなら絶対！」
片づく技術

美菜恋来屋５周年祭
（食の拠点推進課　南あわじ地域おこし協力隊　松岡）

今月の地域
おこし協力隊

　3 月 21 日 ( 土 ) に美菜恋来屋は 5 周年を迎えます。協力隊と
して、ますます地域に愛されるお店をめざ
し、全力でサポートしていきます。
　当日は様々なイベントを用意しています
ので、まだ美菜恋来屋に来たことのない方
も、ぜひこの機会にご来店ください。

さんさんネット
3月番組の見どころ

さ ん さ ん ニ ュ ー ス

３月 ６日（金）

・三原志知小学校 閉校式

３月11日（水）

・ゆめるんフェスティバル

３月18日（水）

・倭文中学校 卒業証書授与式
・沼島中学校 卒業証書授与式

月曜日～金曜日　7：30 更新
■放送　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、　
　　　　19：30 ～、22：30 ～

撮 っ て お き ☆

３月 ９日（月）～３月15日（日）

・南あわじ市防災教育研修会「大地震後の対応
や対策、行動について、避難所運営について」

３月16日（月）～３月22日（日）

・令和２年度 南あわじ市施政方針

毎週月曜日　8：00 更新
■放送　8：00 ～、１3：00 ～、20：00 ～

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
９
回
東
兵
庫
中
学
生
・
高
校

生
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

（
１
月
26
日
・
尼
崎
双
星
高
等
学
校
）

中
学
部
門
①
安
田
渉
夏
（
三
原
中
）

第
12
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗

女
子
剣
道
優
勝
大
会
予
選
会

（
１
月
18
日
・
神
戸
常
盤
ア
リ
ー
ナ
）

大
将
の
部
②
奈
木
朋
子（
福
良
剣
友
会
）

第
36
回
演
武
始
め
式
剣
道
大
会

（
１
月
26
日
・
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
）

団
体
戦
・
高
学
年
の
部

②
緑
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

個
人
戦
・
小
学
１
・
２
年
の
部

②
芝
優
成
（
ふ
く
ら
少
年
剣
友
会
）

③
関
口
慈
絃
（
緑
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

個
人
戦
・
小
学
５
・
６
年
の
部

③
木
村
葉
遥
（
緑
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

第
38
回
福
良
剣
道
大
会
（
１
月

26
日
・
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

一 

般
女
子
団
体
戦

②
福
良
剣
友
会

一 

般
男
子
個
人
戦

②
芝
正
平
（
福
良
剣
友
会
）

一 

般
女
子
個
人
戦

①
奈
木
朋
子
（
福
良
剣
友
会
）

令
和
２
年
南
あ
わ
じ
市
新
春

将
棋
大
会（
１
月
19
日
・
中
央
公
民
館
）

有
段
者
の
部
②
堀
部
光
弘
（
八
木
）

③
柏
木
嘉
之
（
阿
那
賀
）

一 

般
の
部
①
藤
村
啓
治
（
湊
）
③

清
水
大
翔
（
八
木
）

子
ど
も
の
部
①
久
井
咲
人
（
神
代
）
②

水
野
絢
士（
榎
列
）③
角
所
煌
太（
榎
列
）

第
99
回
南
淡
新
春
囲
碁
大
会

（
１
月
26
日
・
賀
集
地
区
公
民
館
）

Ａ
級
①
正
井
良
徳
②
榊
秀
一

Ｂ
級
②
井
筒
政
夫
③
前
川
隆
彦

Ｃ
級
①
坂
本
秀
夫
③
細
川
浩
嗣

第
40
回
記
念
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯

全
淡
柔
道
大
会
（
２
月
２
日
・
南

淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

【
団
体
】

小
学
生
＝
②
南
淡
少
年
柔
道
教
室

中
学
生
＝
①
南
淡
中
学
校
Ａ
②
南

淡
中
学
校
Ｂ

中
学
生
女
子
＝
①
南
淡
中
学
校
Ａ

高
校
一般
＝
①
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ

Ａ
②
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

【
個
人
・
小
学
生
男
子
】

２
年
＝
②
久
留
米
然
（
南
淡
少
年
柔

道
教
室
）

３
年
＝
①
清
水
日
向
（
柔
心
館
北
野

道
場
）

４
年
＝
②
高
見
奏
太
朗
（
南
淡
少

年
柔
道
教
室
）

５
年
＝
①
藤
本
頼
人
（
同
）
③
荒

川
晴
空
（
同
）

６
年
＝
①
清
水
晴
真
（
柔
心
館
北
野

道
場
）

【
個
人
・
小
学
生
女
子
】

２
年
＝
①
清
水
か
ん
な
（
柔
心
館
北

野
道
場
）
②
高
見
香
厘
名
（
南
淡
少

年
柔
道
教
室
）
③
奈
木
杏
樹
（
同
）

３
年
＝
①
増
田
琴
子
（
同
）

４
年
＝
③
上
野
日
菜
子
（
同
）

【
個
人
・
中
学
生
男
子
】

１
年
＝
①
野
元
琉
弥
（
南
淡
中
）
②

椋
本
倖
成
（
同
）
③
岩
本
瑠
依
（
同
）

③
佐
藤
一
平
（
同
）

２
年
＝
①
福
村
飛
翔
（
同
）
②
木

嶋
壮
太
（
同
）
③
村
上
直
人
（
同
）

③
田
村
勝
輝
（
同
）

【
個
人
・
中
学
生
女
子
】

①
稲
井
歩
美
（
南
淡
中
）

【
個
人
・
高
校一般
女
子
】

①
村
上
文
（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
）
②

稲
井
利
香
（
淡
路
三
原
高
校
）

【
個
人
・
高
校一般
有
段
】

①
長
尾
嘉
成
（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
）

③
島
津
英
生
（
同
）
③
島
津
太
志

（
同
）

第
19
回
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
１
月
26
日
・

三
原
健
康
広
場
、
文
化
体
育
館
）

ト
リ
ム
１
①
絆
Ｓｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
②

絆
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
③
Ｌ
Ａ
．
Ｌ

Ａ
．
Ｌ
Ａ
．
③
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

ト
リ
ム
２
①
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
Ａ
②
ブ

ル
ー
マ
リ
ン
Ｂ
③
宮
崎
家
次
男
③
ｇ

ｅ
ｔ
’
ｓ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

フ
ァ
ミ
リ
ー
①
み
か
ん
く
ん
②
タ
ピ

オ
カ
③
賀
集
Ａ
③
賀
集
Ｂ

レ
デ
ィ
ー
ス
①
北
阿
万
②
グ
リ
ー
ン

③
美
阿
魔
女
③
お
の
こ
ろ
ク
ラ
ブ

みんなの図書館
今月のおすすめ本
問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　 ※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

皆さんに読んでほしい
本を紹介しています

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
☎
42
・
５
１
１
５
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  3月の健康カレンダー
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　問健康課☎43-5218

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
11 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

26 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

● こころやすらぐひろば   　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
22 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● 家族教室  　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
11 水 14：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1 回 100 円
内容    日   曜日　　  時間  　  場所

阿波踊り体操
4 水 10:00 ～ 南あわじ市

保健センター
18 水 10:00 ～ 広田地区公民館

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで

● 特定保健指導（Ｙ
やせてけんこうになる

Ｋ教室）※要予約
内容  日 曜日　    時間 場所

血液検査の結果の見方
とストレッチ・筋トレ 9 月  13:30～16:00 中央公民館

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

１日（日） 西 口　 弘 医師 穀 内 純 江 医師

８日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

15日（日） 守 本 圭 希 医師 森　 大 樹 医師

20日（金） 瀧 川　 卓 医師 西 口　 弘 医師

22日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

29日（日） 齊 藤 雅 文 医師 瀧 川　 卓 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

● 乳幼児健康カレンダー　　　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

４カ月児健康診査
（元年11月生） 27 金 12:30 ～ 13:00

　南あわじ市
　保健センター

10カ月児健康診査
（元年5月生） 13 金 12:30 ～ 13:00

１歳6カ月児健康診査
（30年8月生） 3 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（29年12月生） 18 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（29年2月生） 6 金 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（27年3月生） 16 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（28年12月・29年6月生） 4 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（元年8月生）

25 水 13:30 ～ 14:00

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（元年10月生） 24 火 10:00 ～ 10:30

遊びの教室（予約制） 5 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 5 木 13:30 ～

● 献血
  日　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

12 木 11：30 ～ 16：00 中央公民館

22 日 10：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 くつろぎプラザ・シーパ

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定など 17 火  ９:00 ～ 10:30

13:00 ～ 14:30 市役所本館 1 階

小児救急医療
◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※このサービスの通話は、お客様応対の品質向上の
　ために録音させていただきます
◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

　風邪やインフルエンザなどの呼吸器感染症の予防には、まずはマスク着用を含む
せきエチケットや手洗い、アルコール消毒などにより、感染経路を断つことが重要で
す。また、新型コロナウイルスの予防にもなります。

新型コロナウイルスについてご心配がある場合は…
 ●洲本健康福祉事務所 ☎26-2062（平日9:00～17:30）
 ●兵庫県疾病対策課 ☎078-341-7711（内線3296、平日9:00～17：30）／☎090-3265-8583（左記以外の時間）

感染症に気をつけよう

◆接触感染
　感染源に直接触れること（握手、だっこ、キス等）で広
がる感染と、汚染された物（ドアノブ、手すり、遊具等）を
介して広がる間接接触による感染があります。
　通常は、体の表面に病原体が付着しただけでは感染
しません。病原体の付着した手で口や鼻、目を触るなど
して、病原体が体内に侵入することにより感染します。
また、傷のある皮膚から病原体が侵入する場合もあり
ます。

◆飛沫感染
　感染者がせきやくしゃみ、会話をした際に、病原体が
含まれた小さな水滴（飛沫）がロから飛び、これを近くに
いる人が吸い込むことで感染します。飛沫が飛び散る
範囲は１～２ｍです。
　飛沫感染は、多くの場合、飛沫を浴びないようにする
ことで防ぐことができます。感染者から２ｍ以上離れる
ことや、感染者がマスクを着用するなどのせきエチケッ
トが呼吸器感染症の集団発生の予防になります。

呼吸器感染症の主な感染経路

　日常的にせきエチケットを実施しましょう。素手のほ
か、ハンカチ、ティッシュ等でせきやくしゃみを受け止め
た時も、すぐに手を洗いましょう。

❷ティッシュやハンカチで
　ロや鼻を覆う
　マスクがなくてせきやくしゃみが出
そうになった時は、ハンカチ、ティッシ
ュ、タオル等でロを覆う。

❸袖で口や鼻を覆う
　マスクやティッシュ、ハンカチが使え
ない時は、長袖や上着の内側で口や鼻
を覆う。

❶マスクを着用する（口や鼻を覆う））
　せきやくしゃみを人に向けて発し
ない。せきが出る時は、できるだけマ
スクをする。

飛沫感染の予防に「３つのせきエチケット」

以下の手順で、30秒以上、石けんを用いて流水で行いましょう。

❶石けんを泡立
て、手のひらを
よくこする

❷手の甲を伸ば
すように洗う

❸指先とつめの
間を念入りに
こする

❹両指を組み、
指の間を洗う

❺親指を反対の
手で握り、ねじ
り洗いをする

❻手首を洗い、
よくすすぎ、そ
の後よく乾燥
させる

接触感染の予防に「正しい手洗い」
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子育て広場 月

　　　　

　ゆめるんパーティに、みなさんお越しくださいね。
この一年間のひろばでの思い出をふりかえり、お
子さんの成長をともにお祝いしましょう。ご家族そ
ろってお越しください。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30

ひろば名 開設日 場所

みどり 4,6,11,18 南あわじ市
保健センター

せいだん 3,5,10,12,19 湊地区公民館

みはら 3,5,10,17,19 働く婦人の家

なんだん 6,11,18 市立図書館

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）
　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

※２月 14 日現在の行事予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください

令和2年2月10日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※2月号の正解は『大鏡餅』 。62通の応募がありました

　瓦のまち「津井」を
ＰＲしようと、産業文
化センターで「瓦とひ
なまつり」が開催され
ています。会場には約
●●●●体のひな人形と淡路瓦が一緒に展示されて
います。
　●●●●に入る数字４文字をお答えください。　
　　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報 27 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん　
さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　　
の上、広報情報課までご応募ください。
■応募締切 ３月 13 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報情報課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ
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３
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

2月7日（金）おひるねアート

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

ままひろば
牛乳パックいす作り
・ゆめるんセンター

４日（水）
13:00～
14:00

定員16組
費用300円（当日集
金）
※今年度初めて参加
　する人を優先

３月のお誕生日会
　せいだんひろば 5日（木）

出前ひろば
自由遊びの後

11：10～

　なんだんひろば 6日（金）

　みはらひろば 10日（火）

　みどりひろば 11日（水）

ゆめるんパーティ
・中央公民館2階大ホール

14日（土）
10:15～
11:30

定員150組
申込締切6日

●人　口 46,914人（前月比-64人）
　    （男） 22,632人（前月比-30人）
　    （女） 24,282人（前月比-34人）
●世帯数 19,534世帯（前月比-34世帯）
※令和２年2月１日現在

 ●年齢別ひろば　※要申込 
ひろば名 開催日 時間 内容等

いちご ４日（水） 10:00～
11:00

足形アート
定員20人
費用100円（当日集金）
場所　ゆめるんセンター
※今年度参加した人はご遠
　慮ください

いちご・
ばなな

（１歳半まで）
12 日（木） 10:30～

11:30
ベビーダンス
定員30組
場所　働く婦人の家2階

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

坂本明
あ か り

佳里

岩井琥
こ た ろ う

大朗

後　瑛
え れ な

怜菜

徳原　　舜
あまね

仲山　楓
かえで

華

倉本　萌
め い

依

澤田　侑
ゆづる

弦

久留米祈
きすい

粋

久留米五
ご う

宇

堀川　蒼
あおと

翔

保田柊
と き な

希那

上谷　環
かんな

奈

茱萸　紅
くるみ

桃

坂本　弦
げんき

樹

坂本　大
はると

翔

梅谷　蘭
ら み

美

北本　一
いっしん

真

谷口　陽
ひより

莉

葊島　龍
りゅうせい

星

山田　麻
ま ゆ

結

沖　　和
わたる

航

齋藤　糸
よりと

杜

土居虹
に じ ろ う

士郎

楓　　笑
に こ

來

加地　蒼
あおと

翔

徳井　稀
き お

凰

土井　陵
りょうへい

平

女

男

女

女

女

女

男

男

男

男

男

女

女

男

男

女

男

女

男

女

男

男

男

女

男

男

男

真 人
俊 樹
知 宏
ル イ
拓 哉
和 行
武 伸
晋 吾
三四郎
直 樹
晋太郎
高 司
健 太
勇 樹
勇 樹
尚 志
圭
竜 也
憲
将 都
英 樹
佑 弥
博 之
勇 樹
公 祐
聖 真
敬 太

八 木
市

広 田
榎 列
八 木
志 知
広 田
福 良
福 良
市

広 田
榎 列
北阿万
潮美台
潮美台
阿 万
神 代
北阿万
榎 列
広 田
八 木
市

賀 集
市

松 帆
北阿万
神 代

１ 月 ７ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 ９ 日
１月 11 日
１月 15 日
１月 16 日
１月 17 日
１月 17 日
１月 18 日
１月 20 日
１月 20 日
１月 20 日
１月 20 日
１月 21 日
１月 21 日
１月 21 日
１月 23 日
１月 25 日
１月 27 日
１月 27 日
１月 28 日
２ 月 １ 日
２ 月 ３ 日
２ 月 ４ 日
２ 月 ５ 日

出生

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日

山口　　正
森本　秀樹
　原きよみ
佐藤みさを
村上　　惠
倉本みつゑ
素川　幸夫
原　　正子
奧野　幸子
中原　誠史
平井　清吉

市
広 田
倭 文
松 帆
福 良
松 帆
阿那賀
賀 集
広 田
神 代
福 良

70
69
95
92
76
88
90
90
88
90
89

１ 月 21 日
１ 月 22 日
１ 月 22 日
１ 月 24 日
１ 月 24 日
１ 月 27 日
１ 月 28 日
１ 月 29 日
１ 月 30 日
２ 月 １ 日
２ 月 １ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

柴田　萬吉
柴田フミ子
安田　順子
山岡　　郎
新崎　球雄
石井ひなこ
浦瀬　晃弥
榎本　　貴
白濱　増男
道上　髙吉

阿那賀
広 田
榎 列
阿 万
湊

阿 万
福 良
神 代
北阿万
松 帆

76
79
86
92
70
100
91
70
88
93

２ 月 ２ 日
２ 月 ４ 日
２ 月 ４ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ７ 日
２ 月 ８ 日
２ 月 10 日
２ 月 10 日
２ 月 10 日
２ 月 10 日

氏名 年齢 地区 死亡日

澤田きよこ
竹内　長吉
井上　　功
河端　貴子
阿部　輝樹
大住　　武
原口世通子
宮本すゑ子
三好　虔三
藪脇　久司
角所　末子

福 良
北阿万
福 良
松 帆
阿 万
市
市

伊加利
松 帆
榎 列
榎 列

100
84
82
73
90
87
91
101
75
79
97

１ 月 17 日
１ 月 17 日
１ 月 18 日
１ 月 18 日
１ 月 19 日
１ 月 19 日
１ 月 19 日
１ 月 19 日
１ 月 20 日
１ 月 20 日
１ 月 21 日

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

⻆所　健太（榎　列）

神木　　毅（　市　）

濱田　朋洋（松　帆）

大黒　友寛（　市　）

福島　圭太（八　木）

佐竹　利文（洲本市）

池田　康嗣（神戸市）

山田　純平（大阪府）

原田　樹奈（賀　集）

　西　沙耶（阿　万）

片山　茉里（淡路市）

勘田　胡桃（志　知）

猪岡　麻衣（八　木）

森　　観花（倭　文）

眞野　紋加（八　木）

三谷　桃子（福　良）

１ 月 22 日

２ 月 ２ 日

２ 月 ２ 日

２ 月 ３ 日

２ 月 ３ 日

２ 月 ７ 日

２ 月 10 日

２ 月 10 日
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　子ども伝統芸能発表会が２月８日、中央公民館で開
催されました。
　この発表会は、市内各地で受け継がれてきた郷土芸
能の発表を通じて、子どもたちに歴史・伝統・文化へ
の関心と理解を深め、豊かな人間性を育んでもらうこ
とを目的としています。
　今年で 16 回目の開催となった発表会には 13 団体
約 320 人が出演。和太鼓や踊り、だんじり唄、人形
浄瑠璃による演目など、日頃の練習の成果を披露しま
した。子どもたちの元気いっぱいの発表に、会場を埋
め尽くした観客から大きな拍手や声援が送られていま
した。

地域で受け継がれる郷土芸能を子どもたちが披露

子ども伝統芸能発表会

01 神代小学校の児童によるだんじり唄
02 広田小学校郷土芸能部による五尺踊り（傘踊り）

阪神淡路大震災の経験・教訓を心に刻む

市内小中学校で防災学習
　阪神・淡路大震災が発生してから 25 年となった１月
17 日、市内の小中学校で防災学習が行われました。
　毎年、同日には震災の経験と教訓を風化させず、次世
代を担う子どもたちに防災・減災への関心や理解を深めて
もらおうと各学校が工夫を凝らして防災学習を実施してい
ます。　
　西淡志知小学校では、毎年保護者や老人クラブの会員
ら地域住民が参加し、児童と一緒になって防災について学
んでいます。今年は体育館で避難所体験が行われ、児童
と住民らは４つのグループに分かれて簡易トイレ体験や段
ボールベッドづくり、新聞紙を使ったスリッパづくりなどを
学びました。
　また、この日の学校給食では、東日本大震災で被害を
受けた宮城県南三陸町の復興を支援しようと、南三陸町産
サケのオリーブ焼きを提供。脂が乗り、ふっくらと焼きあ
がったサケを児童らはおいしそうにほお張っていました。

灘黒岩水仙郷を訪れた KOBE PR アンバサダーのメンバーら

淡路瓦とひな人形が華やかに飾りつけられた会場

　神戸市で「KOBE PR アンバサダー」として活動する外
国人らが、２月２日に淡路島の観光施設などを巡りました。
　神戸市では、神戸市内在住・在学・在勤の外国人をア
ンバサダーに任命し、外国人から見た神戸の魅力や生活を
SNS などで発信しています。昨年 10 月 2 日に神戸市と島
内３市はそれぞれの魅力を生かし、交流人口の拡大や地域
の PR を図る協定を結んだことから、島内３市の魅力を発
信しようと９カ国 14 人のメンバーが淡路島を訪れました。
　一行は淡路人形座で淡路人形浄瑠璃に触れたり、見ごろ
を迎えた灘黒岩水仙郷で写真を撮影したりして、神戸市と
は一味違った淡路島の魅力を楽しみ、インスタグラムやフェ
イスブックで発信しました。

KOBE PR アンバサダーが淡路島を訪問

島内３市の魅力をＳＮＳで発信

　瓦とひな人形が共演する「瓦とひなまつり」が、２月
８日から産業文化センターで開催されています。
　この催しは、瓦のまち「津井」をＰＲしようと、地域住
民らでつくる「瓦とひなの会」が毎年開いており、今年
で５回目。会場には、丁寧に飾りつけた約 1,500 体の
ひな人形と淡路瓦が一緒に展示されています。同会代表
の興津佳

よしひろ
宏さんは「多くの人に見てもらい、瓦のまち『津

井』の魅力を知ってほしい」と話していました。
　同展示は４月４日まで。時間は午前９時～午後５時。
入場は無料です。

　南あわじ市体育協会が主催する「南あわじランニングフェ
スティバル」が２月９日、淡路ふれあい公園で開催され、子
どもから大人まで約 550 人が参加しました。
　競技はファンランや、親子でゴールをめざすファミリーペア、
チームでタスキをつなぎ制限時間内に何周できるかを競うタ
スキリレーが行われ、参加者らは自分にあったコースに挑戦。
厳しい寒さの中、沿道からは「頑張れ」「もう少し」などと
声援が送られ、参加者らは懸命にゴールをめざしました。

瓦とひなまつりが開催

550 人がコースを駆け抜ける

淡路瓦とひな人形が共演

南あわじランニングフェスティバル

チームでタスキをつなぐ「タスキリレー」

01 段ボールベッドづくり
02 新聞紙で作ったスリッパを見せ合う児童ら

01

02

02

01
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　「淡路島サクラマスご当地グルメ」が３月１日から５月
末まで期間限定で淡路島内42店舗で提供されます。
　５年前までは島には存在していなかったサクラマスの
養殖挑戦開始から少しずつ養殖匹数を増やしながら、グ
ルメ開発にも取り組んでいます。今春がグルメ開発４年
目。昨年度から淡路島内全域で淡路島サクラマスのグルメ
メニュー提供しており、今年は42店舗が参加し、82メ
ニューが提供されます。
　今春は一部の店舗で “３月限定” で新カテゴリーの「３
月限定スター丼」（「淡路島３年とらふぐ」と「淡路島サク
ラマス」を使ったコラボ丼）も提供されます。ぜひ、ご賞
味ください。

　サクラマスはサケ科の魚で、河川で過ごすものをヤマメ、同種
ながら海へ下り銀化したものをサクラマスと呼びます。天然物は、
幻といわれる希少なグルメ食材です（山形県では県魚です）。
　「ご当地サーモン」はトラウトサーモン系種が多く、サクラマス
は臆病で養殖が難しく希少です。しかしその分、上品な甘味・旨
味でサケ・マス類ではトップクラスの味と言われています。
　福良漁協では、昨年12月から福良湾内で約1万 7,500匹の
稚魚を養殖。３月から「淡路島サクラマス」として出荷を始めます。
福良港は、鳴門海峡の影響で潮流があり水温も低いため、サクラ
マスの養殖に適しており大きく美味しく育つと言われています。

店舗とメニューの詳細
あわじ国ホームページ特別サイトを参照
https://www.awajikoku.com/sakuramasu
問　食の拠点推進課　43-5224

淡路島
サクラマスとは…
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